
たり時間外は減少しているものの、月

100 時間を超える時間外が 12 人で 22

回あり、２ヶ月平均して 80 時間以上の

実態も。職員の業務そのものの見直し、

適正配置が求められます。施策を充実

させるためには部局横断・部局連携が

欠かせません。そのためにも職員体制

の充実が求められます。

自治振興交付金の不交付が１件あり

ました。総会不成立によるものですが、

自治が育っていないということではな

いのでしょうか。まさに自治振興とな

るよう、市の指導と援助を徹底すべき

です。

令和７年度は歳入歳出外現金で不明

額が生じました。各部の内部統制をし

っかりと機能させ、公金であるという

ことを認識し、歳入歳出外現金の適正

管理に努めることが求められます。

２０２６年１０月４日 第６０１号
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９
月
定
例
議
会
ࡣ
劣
最
終
日
の
９
月
30
日
に
各
議
案
に
対
す
る
採
決
が
行
ࢃ
ࢀ
ࡲ
ࡋ
ࡓ
劤

日
本
共
産
党
は
一
般
会
計
決
算
等
４
つ
の
議
案
に
対
ࡋ
劣
理
由
を
述
べ
て
反
対
ࡋ
ࡲ
ࡋ
ࡓ
劤

ࡲ
ࡓ
劣
日
本
共
産
党
が
提
案
し
た
３
つ
の
意
見
書
ࡢ
࠺
ࡕ
劣
助
多
文
化
共
生
の
た
め
の
社
会

基
盤
整
備
を
求
め
る
意
見
書
努
は
賛
成
多
数
で
可
決
ࡋ
ࡲ
ࡋ
ࡓ
ࡀ
劣助
日
本
国
憲
法
を
守
ࡾ
劣

対
話
と
包
摂
の
平
和
外
交
を
求
め
る
意
見
書
努
助
ト
ラ
ン
プ
政
権
に
よ
る
Ｉ
Ｃ
Ｃ
所
長
に
対

す
る
劫
制
裁
劬
の
撤
回
を
求
め
る
意
見
書
努
ࡣ
劣
賛
成
少
数
で
否
決
࡜
࡞
ࡾ
ࡲ
ࡋ
ࡓ
劤

日
本
国
憲
法
を
守
ࡾ
劣
対
話
と
包
摂
の
平

和
外
交
を
求
め
る
意
見
書

軍
事
的
抑
止
力
の
強
化
ࡣ
䣍
軍
事
対
軍

事
の
悪
循
環
ࢆ
࠺
ࡳ
䣍
平
和
と
安
定
を
損

な
う
危
険
性
を
高
ࡵ
ࡿ
䣎
日
本
及
び
国
際

社
会
の
平
和
と
安
定
を
守
ࡿ
ࡓ
ࡵ
䣍
日
本

国
憲
法
を
守
ࡾ
䣍
平
和
憲
法
を
い
か
し
た

対
話
と
包
摂
に
よ
る
平
和
外
交
を
強
化
す

る
よ
う
求
め
る
劤

瑞
誠
の
会
の
小
倉
剛
議
員
ࡣ
䣍
䣓
我
が
国
を

取
り
巻
く
安
全
保
障
関
係
の
現
実
を
見
ࡿ
࡜
䣍

話
し
合
い
を
す
れ
ば
平
和
は
守
れ
る
と
い
う

よ
う
な
発
想
だ
け
で
䣍
国
民
の
命
と
平
和
な
暮

ら
し
を
守
る
こ
と
は
で
き
࡞
࠸
䣍
実
効
性
の
あ

る
防
衛
力
の
裏
付
ࡅ
ࡀ
࠶
䣬
࡚
初
め
て
守
ら

ࢀ
ࡿ
ࡶ
ࡢ
䣎
日
米
同
盟
の
抑
止
力
・
対
処
力
の

強
化
こ
そ
が
地
域
の
平
和
と
安
定
に
不
可
欠
䣔

と
཯
ᑐ
ウ
ㄽ
䣎
ࡲ
ࡓ
䣍
凛
風
会
の
出
口
雅
之
議

員
ࡣ
䣍
䣓
防
衛
力
の
抜
本
的
強
化
や
法
の
支
配

に
基
づ
く
自
由
で
開
か
れ
た
イ
ン
ド
太
平
洋

の
推
進
こ
そ
が
国
際
社
会
の
ࣝ
䤀
ࣝ
を
守
り

力
に
よ
る
脅
威
を
未
然
に
防
ぐ
た
め
の
現
実

的
か
つ
責
任
あ
る
平
和
政
策
䣔
と
཯
ᑐ
ウ
ㄽ
䣎

こ
れ
に
対
し
て
岡
田
重
美
議
員
ࡣ
䣍
䣓
危
機

の
時
代
だ
か
ら
こ
そ
日
本
は
䣍
軍
事
力
に
依
拠

す
る
の
で
は
な
く
䣓
諸
国
民
の
公
正
と
ಙ
⩏
䣔

に
信
頼
し
て
䣍
平
和
と
安
全
を
保
持
し
よ
う
と

す
る
日
本
国
憲
法
の
恒
久
平
和
主
義
䣍
国
際
協

調
主
義
の
原
理
を
䣍
改
め
て
世
界
に
受
け
て
発

信
す
べ
き
䣔
࡜
賛
成
討
論
ࡋ
ࡲ
ࡋ
ࡓ
䣎

ト
ラ
ン
プ
政
権
に
よ
る
Ｉ
Ｃ
Ｃ
所
長
に
対

ࡍ
ࡿ
助
ไ
⿢
努
の
撤
回
を
求
め
る
意
見
書

国
際
刑
事
裁
判
所
Ｉ
Ｃ
Ｃ
ࡣ
䣍
民
間
人
を
大

量
虐
殺
す
る
ࢪ
䣷
ࣀ
ࢧ
࢖
ࢻ
࡞
࡝
䣍
最
も
重
大

な
国
際
犯
罪
を
指
示
・
実
行
し
た
個
人
を
裁
く

史
上
初
の
ᖖ
タ
ᅜ
㝿
ἲ
ᘐ
䣎䣓
法
の
支
配
䣔

の

存
在
が
問
わ
れ
る
今
䣍
日
本
政
府
が
ト
ラ
ン
プ

政
権
に
毅
然
と
抗
議
し
制
裁
及
び
Ｉ
Ｃ
Ｃ
解

体
方
針
の
撤
回
を
求
め
る
䣎

瑞
誠
の
会
の
奥
村
則
夫
議
員
は
劣
䣓
今
回
の

問
題
は

米
国
政
府
に
よ
る
Ｉ
Ｃ
Ｃ
所
長
に
対

す
る
制
裁
࡜
࠸
࠺
䣍
国
際
政
治
上
の
ၥ
㢟
䣍
እ

交
上
の
問
題
に
対
し
て
䣍
甲
賀
市
議
会
と
し
て

こ
の
意
見
書
を
提
出
す
る
こ
と
が
適
切
で
は

࡞
࠸
䣎
日
本
政
府
は
様
々
な
レ
ベ
ル
で
繰
り
返

し
働
ࡁ
࠿
ࡅ
࡚
ࡁ
ࡓ
䣎
外
交
ࣝ
䤀
ࢺ
を
通
じ
た

対
応
が
進
め
ら
れ
て
い
る
䣔
࡜
཯
ᑐ
ウ
ㄽ
䣎
ま

ࡓ
䣍
凛
風
会
の
西
田
忠
議
員
ࡣ
䣍
䣓
水
面
下
で

は
継
続
的
な
交
渉
䣍
根
回
し
が
絶
え
間
な
く
行

ࢃ
ࢀ
࡚
࠸
ࡿ
䣎
ア
メ
リ
カ
は

安
全
保
障
の
基

軸
で
あ
り
最
大
の
同
盟
国
䣎
難
し
い
外
交
努
力

が
必
要
࡛
࠶
ࡾ
䣍
国
政
の
場
に
お
い
て
冷
静
か

つ
大
局
的
な
見
地
か
ら
判
断
さ
れ
る
べ
き
も

の
䣔
࡜
反
対
討
論
ࡋ
ࡲ
ࡋ
ࡓ
䣎

こ
れ
に
対
し
て
西
山
実
議
員
ࡣ
䣍
䣓
ト
ラ
ン

プ
米
大
統
領
は
䣍
国
連
総
会
で
Ｉ
Ｃ
Ｃ
の
全
て

の
加
盟
国
に
対
ࡋ
࡚
䣍
䣕
こ
の
な
ら
ず
者
機
関

か
ら
直
ち
に
正
式
に
脱
退
す
る
よ
う
䣖
な
ど
と

訴
え
࡚
࠸
ࡿ
䣎
日
本
政
府
と
し
て
毅
然
と
抗
議

す
る
べ
き
䣔
࡜
賛
成
討
論
ࡋ
ࡲ
ࡋ
ࡓ
䣎

甲
賀
市
議
会
ࡣ
䣍
全
て
の
議
員
が

市
民
全
体
の
代
表
者
と
し
て
の
責

務
と
政
治
倫
理
を
改
め
て
自
覚
ࡋ
䣍

㛵
ಀ
ἲ
௧
䣍
᮲
౛
ཬ
び
規
則
等
を
遵

守
ࡋ
䣍
市
民
の
権
利
及
び
名
誉
に
十

分
配
慮
ࡍ
ࡿ
࡜
࡜
ࡶ
࡟
䣍
良
心
及
び

責
任
感
ࢆ
ࡶ
䣬
࡚
誠
実
に
議
会
活

動
を
行
࠸
䣍
市
民
か
ら
信
頼
さ
れ
る

議
会
の
確
立
に
努
め
る
こ
と
を
決

最終日、西山実議員が令和７年

度甲賀市一般会計決算に対し行っ

た反対討論の骨子。

物価高騰対策費は、９億４１３８万

３千円、その多くが国費によるもので、

市独自は、２５００万２千円。市民生

活の実態に寄り添い、命、暮らし、生

業を守るため市の独自の施策、切れ目

のない施策が必要です。

歳出全般について、令和７年度は一

者随契が契約全体の 80％を占めて令和

４年度より 4.4 ポイント増えています。

契約の在り方を見直すべきです。

未執行事業が一般会計全体で３８７

７万５千円。申請がなかった等の理由

もありましたが、制度設計が市民のニ

ーズを積み上げたものとなっていたの

かなど検証が必要です。

職員の時間外勤務について、一人当

議
ࡋ
ࡲ
ࡋ
ࡓ
䣎

࡞
࠾
䣍
甲
賀
市
議
会
議
員
政
治
倫

理
条
例
の
規
定
に
基
づ
く
措
置
に

ࡘ
࠸
࡚
䣍
議
長
よ
り
糸
目
仁
樹
議
員

対
ࡋ
࡚
䣓
陳
謝
の
່
࿌
䣔
の
措
置
を

行
࠸
ࡲ
ࡋ
ࡓ
ࡀ
䣍
陳
謝
に
は
応
じ
ま

ࡏ
ࢇ
࡛
ࡋ
ࡓ
䣎


